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航空界の人材育成の取組と今後について
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日本航空技術協会の目的と概要
•航空の安全確保に資するための普及啓発事業及び教育・助成事業

•航空界の活動支援及び能力開発事業

•国内外への情報発信、調査研究及び関係する助言・提言事業

•図書の頒布

• その他当協会の事業を達成するために必要な事業
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航空界を取り巻く状況と現状
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航空需要の拡大
・羽田/成田発着枠の増加

航空整備士の不足
大量退職による影響

航空需要に対応した航空機材
・新機材の導入

航空機材導入による生産の拡大
・機種増加による整備作業量の増加

大量退職時期



※航空整備士養成

課題：航空需要に応じた航空整備士の養成

・航空界への人材の確保

航空教室等の実施による裾野拡大の取組みの実施

・他国との整備士養成制度との食違い

課題：航空整備士のスキルの伝承

・大量退職等に伴い各社毎に取組まれている内容を航空業界
で共有を図り、今後の取組みに生かす
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航空人材の養成課題



ご清聴ありがとうございました
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